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「社協」とは、社会福祉協議会の略称です。
令和７年5月号№458

訪問介護事業所
（ホームヘルパー） ☎29-1192
居宅介護支援事業所

（ケアマネジャー） ☎29-1193
小規模多機能型居宅介護事務所
ふたば ☎66-9009

芽室町社会福祉協議会は、地域福祉事業と介護保険事業が
一体となり、「支えたり」「支えられたりする」地域共生型の
めむろの実現を目指します。

地域福祉推進課、介護事業課で構
成されています。

手続１　�６月２日（月）～６月３０日（月）に以下の
書類を社協事務局へ提出してください。

地域福祉活動助成金、
地域福祉基金

行政区等対象（たすけあい
活動）助成金

①助成金交付申請書　
②該当年度の事業計画書
③該当年度の予算書
④総会資料（地域福祉基
金については、実施事業
に関する資料等）

①助成金交付申請書
②令和６年度の総会資料
③たすけあい活動届
※�③は初回申請時のみの
提出となります。

※①、②、③はいずれも社協で定めた様式となります。

　～７月に社協の三役会議を開催し、

� 助成金の審査および選考をします～

「私たちの活動が当てはまる！」という方は、是非ご活用を！

地域の福祉活動　応援します !!
地域福祉活動助成金・地域福祉基金助成金のご案内

1 地域福祉活動
　 （団体活動等）
　助成事業

（1）対象となる団体
町内において社会福祉の向上を目指した福祉活動やボランティア活動の振興のため、活
動を実践している団体。

（2）対象となる事業
①社会復帰や社会参加のために取り組む事業やこれらの支援事業
② 芽室町全域あるいは小地域において住民参加による福祉活動、コミュニティ活動、支

え合い活動等により課題解決、健康維持、連帯意識が向上する事業
③幼児及び青少年の健全育成事業や健全な地域社会を構築するための事業
④災害等の予防普及事業や支援活動
⑤地域との連携を含んだ国際的交流・支援事業
⑥その他、地域福祉の向上に効果があると認められる先駆的・開拓的事業

2 地域福祉活動
　 （たすけあい活動）
　助成事業

（1）対象となる団体
行政区等（町内会・農事組合・社会教育協会等）

（2）対象となる事業活動内容例
①交流活動・・・食事会、世代間交流、サロンの実施など
②研修活動・・・福祉（生活）に関する勉強会、講習会の開催など
③在宅福祉活動・・・軽易な家事援助などの生活支援、安否確認等の見守りなど

3 地域福祉基金
　助成金

（1）対象となる団体…以下の条件を満たす必要があります
①団体の活動が広く地域福祉の向上を目的としているもの
②特定の政治団体、宗教団体などに所属していないこと

（2）対象となる事業…短期（単年度）の事業が対象とします
①在宅福祉の普及及び向上に関する事業
②健康及び生きがいづくりの推進を図る事業
③地域福祉の推進を図る事業
④その他、地域福祉の向上に効果があると認められる事業

手続２　�決定、不決定いずれの場合も文書でご連絡をします。
※地域福祉活動（団体活動等）助成金の１件（１団体）の助成

申請額は、助成対象経費の予算総額から当該事業に係

る収入を差し引いた額の２分の１（１千円未満は切り捨て）

と助成限度額５万円を比較して少ない方の額とします。

※地域福祉活動（たすけあい活動）助成金の１件（１団体）の

助成申請額は、内容により３万円の範囲内とします。

※地域福祉基金助成金の１件（１団体）の助成申請額は、15

万円を限度とします。

※助成金の総額は、社協の予算の範囲内とし、地域福祉活

動助成金の財源は、赤い羽根共同募金配分金と社協独

自財源（会費・寄付金）、地域福祉基金助成金の財源は、

芽室町からの地域福祉推進事業補助金とします。
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さ
て
、
前
回
の
続
き
で
す
。
３
つ

め
の
事
業
所
は
、「
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
ふ
た
ば
」介
護
福
祉

士
な
ど
の
試
験
で
も
覚
え
る
の
が
大

変
と
ウ
ワ
サ
？
の
長
い
そ
の
名
称
。

事
業
所
の
場
所
が
ち
ょっ
と
分
か
り
づ

ら
い
の
で
す
が
、
西
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
の
裏
手
に

あ
り
ま
す
。（
旧
中
央
保
育
所
の
場
所
で
す
）

　

ふ
た
ば
の
特
徴
は
、
名
称
の
通
り
、「
小
規
模
」な
環

境
で「
多
機
能
」な
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

一つ
の
事
業
所
で
、「
通
い（
１
日
の
定
員
18
名
）」、「
訪
問
」、

「
宿
泊（
１
日
定
員
９
名
）」の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に

組
み
合
わ
せ
て
、
24
時
間
３
６
５
日
切
れ
目
の
な
い
サ

ー
ビ
ス
が
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
す
べ
て
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
の
で
、
環
境
や

人
に
左
右
さ
れ
に
く
く
、
認
知
症
の
方

と
も
馴
染
み
の
関
係
を
構
築
し
や
す
い

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
在
宅
生
活

の
最
後
の
砦
と
も
言
わ
れ
る
小
規
模
多

機
能
は
、
芽
室
町
に
は
今
の
と
こ
ろ「
ふ

た
ば
」１
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
小
ま
め

な
安
否
確
認
や
服
薬
確
認
な
ど
の
訪
問
が
必
要
だ
っ
た
り
、

急
な
お
泊
り
が
必
要
な
方
、
お
風
呂
と
昼
食
だ
け
の
短

時
間
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
大
人
数
が
苦
手
な
方
な
ど
、

ご
利
用
者
、
ご
家
族
の
生
活
状
況
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
た
ば
」に
興
味
の
あ
る
方
や
相
談
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（
で
ん
わ
：
０
１
５
５︲６
６︲９
０
０
９　
山
川
ま
で
）

シリーズ
かいごの
ひとりごと

ｅｐ2

～
改
め
て
の
ご
紹
介
②
～

インフォメーション

心
配
ご
と
相
談
日
程

5
月
28
日
水

専
門
相
談
員
：
稲い

な
が
き垣
輝て

る
ゆ
き幸
さ
ん　
白し

ろ
が
ね銀
孝た

か

志し

さ
ん

6
月
11
日
水

専
門
相
談
員
：
栗く

り
す栖
尚な

お
こ子
さ
ん　
中な

か

川が
わ

ゆ
か
り
さ
ん 

・ 

課
題
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
関
係
機
関
な
ど
へ
の

橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。

・ 

お
お
む
ね
月
２
回
、
第
２
・
第
４
水
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎
相
談
内
容
等
、
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

時
　
　
　
間
：
13
時
15
分
～
15
時
30
分 

場
　
　
　
所
：
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階「
静
養
室
」

心
配
な
こ
と
　
不
安
な
こ
と

気
に
な
る
こ
と

ま
ず
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

『
悩
み
続
け
る
よ
り
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
』

例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▼
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
不
安

▼�

体
調
が
悪
く
な
り
、
片
付
け
や
掃
除
が

で
き
な
い

▼
ひ
と
り
暮
ら
し
が
不
安

▼
家
庭
・
家
計
・
仕
事
な
ど

▼
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い�
な
ど

善
意
に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す

・
熊
谷　
和
子　
様

　

１
０
０
，
０
０
０
円�

（
夫
の
死
去
に
際
し
て
）

・
鈴
木　
　
進　
様

　

１
０
０
，
０
０
０
円�

（
父
の
死
去
に
際
し
て
）

職
員
紹
介

職
員
紹
介

　
４
月
１
日
よ
り
地
域
福
祉
係
で
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
勝
部
正
志
と
申
し
ま
す
。

　
芽
室
町
に
は
ご
縁
が
あ
っ
て
、
町
内
の
職

場
で
働
い
て
30
年
以
上
に
な
り
ま
す
。
多
く

の
皆
様
と
知
り
合
う
機
会
に
恵
ま
れ
、
引
き

続
き
芽
室
町
で
仕
事
が
出
来
る
こ
と
を
と
て

も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
っ
た
職
種
で
、
１

か
ら
覚
え
る
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
１
日
も

早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
ら
れ
る
よ
う
日
々

精
進
し
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
４
月
か
ら
福
祉
活
動
専
門
員
と
し
て
お
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

遠
藤
伊
都
子
で
す
。
前
職
で
は
、
女
性
の
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
に
対
応
し
て

き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
町

の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
困
り
ご
と
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
芽
室
町
の
皆
さ
ま
が
、
毎

日
明
る
く
楽
し
く
健
康
に
過
ご
せ
る
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

2025.5 社協だより 36


